（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗｅねっと　　　　　　　　　　　　　平成20年9月1日
[image: image4.wmf][image: image5.wmf]
[image: image6.wmf][image: image7.wmf]
[image: image8.wmf]
　　　　　　　

定例研修会
[image: image1.wmf]「口腔機能向上は介護予防の要」（Ｈ20.4.18／田辺市民総合センター）
講師：初山　昌平　氏
高齢者の関心事と言えば、食事が挙げられます。その楽しみを、できるだけ長く保つためにも口腔機能向上は大切なかかわりとなっています。介護ネットワークの一つとして歯科医師・歯科衛生士に気軽に相談してください。
・・・口腔ケアは自立支援において大切なポイントであることはわかっていても、十分に浸透しているとは言えない気がします。
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[image: image2.wmf]「通所系サービス・短期入所サービス」の算定について～Q&Aを交えて～
　　　　　（H20.6.17／田辺市民総合センター）　進行：西牟婁田辺支部・研修部
日頃、通所系サービスや短期入所サービスについて疑問に感じていることを話し合いました。
以下は寄せられた意見と理解できた事柄の一部です。
　○通所系サービス利用中のサービス担当者会議について、会議中は事業所側の体制として人員減となるため、注意が必要。
　○通所系サービスにおける戸外での活動は問題ではないが、機能訓練等の一環として計画への位置づけが必要。
　○通所系サービス担当者がサービス担当者会議に参加する場合、時間の調整に苦労する。
　○主治医等より情報提供をいただく場合、情報料が必要になるケースがあるが、現状は仕方がない。医療情報は必要であることから、事前に利用者等から同意書を頂いているとの報告もありました。
　以下は後日、報告するとしていた項目です。
1 デイ利用時間におけるカンファレンスは、予防の場合は問題ないのか。
→モニタリングとしてのカンファレンスは問題ないが、サービス担当者会議とするなら介護同様、通所事業者側の人員配置に注意が必要。
2 送迎車に３台の車イスが乗っているのは問題では？後部座席での添乗員のシートベルトはどうしているのか。
→３台乗れるのか？　安全対策は事業所に万全にしてもらう。
3 ショート延長の理由書の様式が保険者によって違う
→現時点では、やむを得ない。
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4 主治医との連絡について、書いて頂いた時お金がかかるときがある。
　　→医師は居宅介護支援事業所に対して情報提供所として出すと、保険請求できることになっているので仕
方がない。
5 ケアマネが通所系サービス利用状況確認のため施設に行って相談するのは担当者会議と同じ扱いになりますか？
→ケアマネが担当者会議と位置付けなければ差支えない。
6 デイ利用中に担当者会議を開くと事業所側に迷惑をかけてしまうことが分かったが、なぜ、デイ利用中に担当者会議を開いてはならないかの不思議だ！
→サービス利用中に開催してもよいが、中断となる。また、管理者など適切な参加者でないと事業所の減算、指導対象となりえる。また、利用者の視点では、楽しみに来ているデイを中断されてしまう。ということではないでしょうか。
7 議事録（担当者会議の要点）はケアマネジャーが参加した事業所等に配布しなければならないのですか？
→作成の必要はありますが、必ずしも送付する必要はありません。ただ、配布することで話し合った内容を再確認することができると思われます
8 通所介護の機能訓練加算における看護師の配置について、事業の人員配置基準と重複しているのではないか
→看護師が機能訓練指導員を兼務することは可能である。※「平成１８年４月改定関係Q&A（Vol.1）（２）通所介護・通所リハビリテーション　問５０」を参照してください。
9 一日外出は可能なのか。デイの戸外活動について、山間部の事業所から出かけた場合、１日がかりになる場合があるが、計画に位置付けられればサービスの対象として差し支えないか？
→問題ない。厚生労働省Q&A「通所介護に係るデイサービスセンター外でのサービス提供について」を参照してください
10 デイ利用時間内で担当者会議は含まれないのでサービスの始まる前、終了時では支障がないとのことだが送迎があるため、各事業所ではどうしているのか？
→現状として、各事業所によって対応の仕方はまちまちであるが、事業所によっては送迎後に自宅で行っているところもある。
11 通所介護の場合、機能訓練加算がかかっている利用者と加算がかからない利用者の区別はどうしているのか？
12 →ケアマネジメントに基づいてその必要性を精査し、最終的に担当者会議を通じてその必要性について最終判断していく必要があります。
13 デイ利用時、拒否される方に、家族は無理に連れてこなくてもよいと言い、ケアマネはできるだけ連れて行ってと言うが、どちらを優先したらよいのか。
→事前に本人の意向を踏まえて、家族・ケアマネ・事業所の話し合いで決めるべきだと思います。
14 他の事業所のケアマネに、聞きたいことを聞いてもよいのか？忙しいのではと遠慮してしまう。
→連携をとることは必要です。連携とは一方通行ではなく、相互連絡を取って、意見交換をしてこそ連携です。遠慮はいりません。
15 ある短期入所生活介護事業所を退所し、同一敷地外の短期入所生活介護事業所へ同日中に入所した場合に、両事業所とも短期入所生活介護の介護報酬を算定することは可能か
→短期入所生活介護に係る保険給付は１日当たりで算定されているため、このような利用の仕方は好ましくないが、必要やむを得ない場合は両事業所とも算定することも不可能ではない。
　
以上が主だったところです。わかりにくい点がありましたら、事務局へお問い合わせください。
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発行　


和歌山県介護支援専門員協会　西牟婁田辺支部


〒646-0031　田辺市湊1619-8（地域包括支援センター）





　平成２０年度・第３回定例研修会は　市民公開講座の形式で行います。


テーマ：「次なる災害に備えて　～人は地域で何ができるか～」


　　　　・・・当地域では東南海地震が近い将来おこることが予測されており、様々な団体が災害時救援体制のネットワーク作りを進めているところです。そのような中、介護支援専門員や福祉関係者として、どのような役割を果たしていけるかを考え、併せて公開講座とすることで、介護支援専門員および協会の活動を啓発することを目的とします


日時：平成２０年９月４日（木）　13：30～16：00


場所：紀南文化会館　４階　小ホール


内容：講演（13：30～14：30）


講師：黒田　裕子　先生


　　　シンポジウム（14：40～16：00）


　　　　　　　　　　シンポジスト：県西牟婁振興局総務企画室　　　藁科　智将氏　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺市防災対策室　　　　　　　小郷　彰豊氏


　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺市秋津町町内会　　　　　　中田　康彦氏　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　介護支援専門員　　　　　　　　日下　達美氏


　　　　　　　　　　アドバイザー：黒田　裕子　先生


どなたでも参加できます。多くの方の参加をお待ちしています。





第８回近畿介護支援専門員研究大会　和歌山大会　


につて


前回の広報でも、お知らせしましたが、今年度の近畿大会は田辺にて開催されます。準備も着々と進み、すでに詰めの段階まで来ています。


来年の２月１４日（土）・１５日（日）は皆さんのスケジュール


ノートに書き込んでおいてくださいね。





�　事務連絡　�


◆Ｗｅねっとをはじとする事務局からの連絡事項は、原則FAXにて行ないます。


その際、以前に送付確認させて頂いた宛先（事業所等）に送信いたしますので、その後は確実にそれぞれの会員のお手元に届くよう事業所内でご配慮お願いいたします。





編集後記


　毎年、言ってますけど、でも、今年の夏は本当に暑かったですね。


今回の『「・・・基準の制定に伴う実施上の留意事項について」等の一部改正について』では（第５表）「サービス担当者に対する照会」の用紙がなくなり、居宅サービス計画書に記載があれば住宅改修の理由書には理由の記載が省けるというものでした。ただ、これまで「照会」に記載してた内容は（第４表）「サービス担当者会議の要点」等に記載が必要で、実質的には、省いたものを担保するものが必要で、事務負担軽減となった実感はありませんね。まじかに迫っている制度改正時に報酬がどうなるか、大いに気になるところです。
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